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佛教大学との連携による 

「小学校教諭一種免許状取得プログラム」について 

 

佛教大学との小学校教諭免許状課程履修に関する協定に基づき、同志社女子大学に在学してい

る学生が、佛教大学教育学部教育学科（通信教育課程）の特別科目等履修生として、小学校教諭

免許状に必要な科目を修得することができます。 

 

 

1. プログラムについて 

【プログラムの概要】 

中学校・高等学校教諭一種免許状取得に係る単位の一部を小学校教諭一種免許状取得に必要な

単位として充当し、残りの単位を佛教大学教育学部教育学科（通信教育課程）の特別科目等履修

生として 4 年間の在学中に修得し、中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状とともに、

小学校教諭一種免許状を取得します。 
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このプログラムは「免許法施行規則第 2条 1項表備考第 11号」※1によって、小学校教諭一種免

許状取得に必要な単位である 59単位（「教育職員免許法施行規則第 66条の 6」の科目を除く）の

うち、中学校・高等学校教諭一種免許状取得に係る教職科目の単位を 15単位まで充当するもので

す。 

小学校教諭一種免許状を取得するのに必要な残りの 47単位※2を佛教大学教育学部教育学科（通

信教育課程）の特別科目等履修生として修得します。これにより、小学校教諭一種免許状を取得

できることとなります。 

 

※1 免許法施行規則第 2条 1項表備考第 11号 

教諭の教育の基礎的理解に関する科目等の単位は、教育の基礎的理解に関する科目にあっては

8 単位（二種免許状の授与を受ける場合にあっては 6 単位）まで、道徳、総合的な学習の時間等

の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目にあっては 2 単位まで、教育実習にあっては 3

単位まで、教職実践演習にあっては 2 単位まで、小学校、中学校又は高等学校の教諭の普通免許

状の授与を受ける場合のそれぞれの単位をもってあてることができる（次条第一項及び第四条第

一項の表の場合においても同様とする。）。 

 

注）小学校教諭一種免許状の取得にあたって、この規定の適用を受けようとする場合 

・他の学校種（中学校・高等学校）の教員免許状をすでに取得している場合、 

・もしくは他の学校種の教員免許状と小学校教諭免許状を同時に申請する場合 

に限られます。 

したがって、他の学校種の教員免許状が取得できない場合は、この規定の適用を 

受けることができず、本プログラムで修得した単位を用いて小学校教諭一種免許状を 

申請することができません。 

※2 本プログラムの開設科目の関係上、47単位修得する必要があります。 

同志社女子大学において、 
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【法令に定める最低所要単位数】 

小学校教諭一種免許状取得に必要な単位数は、下表のとおり 67単位ですが、「免許法施行規則

第 2条 1項表備考第 11号」により、中学校教諭一種免許状取得予定者（取得者）及び高等学校

教諭一種免許状取得予定者（取得者）については、15単位まで中学校・高等学校教諭一種免許

状取得に必要な単位をもって充てることができます。また、「教育職員免許法施行規則第 66条の

6」に定める 8単位（日本国憲法・体育・外国語コミュニケーション・数理、データ活用及び人

工知能に関する科目又は情報機器の操作）についても中学校・高等学校教諭一種免許状取得に必

要な単位と同様のため、改めて修得する必要はありません。 

介護等体験については、中学校教諭一種免許取得予定者（取得者）は改めて受ける必要はあり

ませんが、高等学校教諭一種免許のみの取得予定者（取得者）は同志社女子大学の指導の下で体

験を受ける必要があります。（中学校教諭一種免許取得予定者と同様に介護等体験の説明会に参

加し、体験の申込みをしてください。） 

これらのことを総合すると、中学校教諭一種免許状取得予定者（取得者）、高等学校教諭一種

免許状取得予定者（取得者）及びその両方を取得する予定の方が小学校教諭一種免許状を取得す

るのに必要な最低単位数は 44単位となります。ただし、この佛教大学とのプログラムにおいて

は、開設科目の関係上、47単位を必要とします。 

 

基礎資格 学士の学位を有すること 

法令に定める最低所要単位数 中・高一種免により充当可能な単位 

教科及び教科の指導法に関する科目 30単位 ―  

教育の基礎的理解に関する科目 10単位 8単位  

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び

生徒指導、教育相談等に関する科目 
10単位 2単位  

教育実践に関する科目 7単位 5単位  

大学が独自に設定する科目 2単位 ―  

施行規則 

第 66条の 6に 

定める科目 

日本国憲法 2単位 2単位  

体育 2単位 2単位  

外国語コミュニケーション 2単位 2単位  

数理、データ活用及び人工

知能に関する科目又は情

報機器の操作 

2単位 2単位  

合計 67単位 23単位  
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【履修開始年次と在籍期間】 

2年次から履修開始：3年間で履修（在籍期間 2027年 4月 1日～2030年 3月 31日） 

3年次から履修開始：2年間で履修（在籍期間 2027年 4月 1日～2029年 3月 31日） 

※在籍期間を超える場合、および同志社女子大学を退学・除籍・卒業する場合、本制度を継続

することはできません。本制度終了後に継続して必要科目の修得を希望される場合は、佛教

大学通信教育課程に改めて入学してください。 

 

【教育実習の受講資格】 

佛教大学の「教育実習（小）2」を受講するためには、次の要件を満たす必要があります。 

①同志社女子大学の教育実習履修資格を満たしていること。 

（「免許・資格関係履修要項」を参照してください） 

②佛教大学の「教育実習実施資格判定」に合格すること。 

 

【教育実習校】 

 プログラム履修生自身が責任を持って実習校と交渉し、確保してください。 

 

【介護等体験】 

詳細は 3ページを参照してください。 

 

【受講料】 

約 50万円。 

（佛教大学通信教育課程の学費改定により、受講料を変更する場合があります） 

なお、本プログラムを修了し、卒業年度内に小学校教員採用試験に合格した者には、15万円

の費用補助を行います。 

「小学校教員採用試験に合格した者」とは、国公立小学校教員採用試験または教務部長が国

公立小学校教員採用試験と同等と認める国公立学校教員採用試験に合格した者及び、私立小学

校に専任教員（正教員・常勤）として採用内定を受けた者が該当します。講師として採用内定

を受けた者は、常勤・非常勤にかかわらず、該当しません。 

 

【免許状授与申請】 

小学校教諭一種免許状の授与申請は、居住地の都道府県教育委員会に個人で申請してください。 

 

【その他】 

・佛教大学との連携による「小学校教諭二種免許状取得プログラム」または佛教大学との連携に

よる「特別支援学校教諭一種免許状取得プログラム」と、本プログラムを同時に出願すること

はできません。 

・本プログラムの出願後に、佛教大学との連携による「小学校教諭二種免許状取得プログラム」

または佛教大学との連携による「特別支援学校教諭一種免許状取得プログラム」に変更するこ

とはできません。 

・オンライン授業等を受講するために必要となる、インターネット環境を有するパソコン、Web

カメラ、音声機器（周辺機器を含む）等は、履修者が準備してください。なお、スマートフォ

ン・タブレットでは一部機能が使用できませんので、注意してください。 
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2. 募集要項 

【出願資格】 

以下のいずれかの学部学科専攻に在籍し、中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状の

いずれかまたはその両方に加え、小学校教諭一種免許状の取得を強く希望する 1年次生または 

2年次生（履修開始は 2年次または 3年次）。 

なお、本学においては、中学校教諭一種免許状または、中学校と高等学校両方の教諭一種免許

状を取得することが望ましい（メディア創造学科を除く）。 

・学芸学部（音楽学科（演奏専攻・音楽文化専攻）、メディア創造学科） 

・現代社会学部（社会システム学科） 

・表象文化学部（英語英文学科、日本語日本文学科） 

・生活科学部（人間生活学科、食物栄養科学科（食物科学専攻）） 

 

【募集人数】 

  30名 

 

【出願書類】 

① Webフォームによる出願 

② 志望理由書（1200字程度） 

※Microsoft Word等で作成すること。40字×30行に設定し、右上に学籍番号と氏名、 

右下に総字数（スペースを含めない。）を記入すること。 

※ファイル名は「志望理由書・学籍番号・氏名」とすること。 

    例）「志望理由書・6123301・同女 花子」 

 注）出願前に、所属学科教員または所属学科事務担当職員に相談すること。 

 

 

【出願期間および書類提出先】 

＜期間＞  2027年 1月 5日（火）～ 2027年 2月 1日（月）23:59まで 

 ＜提出先＞ https://forms.cloud.microsoft/r/ZKrAcGD4wv 

 

【選考方法】 

 出願者数が 30名以下の場合、選考は実施しない（所属学科への相談は必要）。 

 出願者数が 30名を超えた場合、学内成績（累積 GPA）を用いて選考を行う。なお、累積 GPA 

が同一である場合、小数点第 3位以下まで計算を行い判定する。 

 

【学内選考結果発表】 

2027年 2月 8日（月）10:00 

※出願者へ Eメールで送信します。 

 

【決定から学習開始まで】 

(1) 佛教大学へのWeb出願手続 

締切：2027年 3月上旬 

(2) 佛教大学から受講証、補助教材等送付（例年 4月上旬発送予定） 

2027年 4月以降、学習計画を立てて学習を開始。 


